
2014年2月12日
頁  行（図表番号） 誤 正

（1）
目次の「1.1　適用の範囲」の上

の行
「１章　総則」を挿入

18 表2.1 2013年施工編と異なっている表記がある． 別紙に掲示

19 条文の上から14行目 Ｑd：時間当りの必要吐出量（m3/h） Ｑd：時間当りの必要吐出量（m3/hr）

21 下から1行目 このうち 大値を選んだ・・・ それぞれの 大値を選んだ・・・

22 上から2～3行目
「あるいは，・・・・が安全である」とい
う文章を修正する．

あるいは，一般的な圧送条件であっても圧送後に
予想されるスランプの値を用いて，図2.1および
図2.2の水平管１ｍ当りの管内圧力損失を求める
のが安全である．

23 上から7行目
「このデータを参考とすると，・・・・十
分であるといえる．」を差し替える．

　このデータを参考として，フレキシブルホース
の曲げ方，吐出量，スランプ，管径の条件などが
変化した場合でも，経験的に20ｍとみなしておけ
ば十分であるとされている．

24
上から9行目，12行目および17行

目

Ｔp＝Ｔ－Ｔd

Ｔ：全圧送作業時間
QN＝V/T=

Ｔp＝dＴ－Ｔd

dＴ： 全圧送作業時間

QN＝dV/dT＝

24 解説　図2.8 縦軸のＶと横軸のＴの添え字がない Ｖ→dＶ，Ｔ→dＴに修正

43 下から8行目 ・・・できる限り曲げ半径が・・・ ・・・できる限り曲率半径が・・・

67 上から12行目
・・・解説　図5.25に示す．」のあとに追
加

なお，シリンダ貫入式コンクリートのポンプは，
国内のメーカにおいては現在製造中止になってい
る．すべり弁式やシリンダ貫入式の機構に関して
は，参考資料編３を参照．

68 解説図5.25
シリンダー貫入式ポンプの吸入工程の図中
の用語「盲蓋」

不適切な表現のため「切換え弁」に変更

69 下から1行目 後に文章にあとに改行して加筆する

なお，スランプ８cm以下の低スランプコンクリー
トの圧送には，シリンダ摺動式のポンプが比較的
適しているとされており，その機構は，参考資料
編３に記載されている．

196～204
10．コンクリートポンプの機種お

よび台数の選定例

147, 149, 151, 153,
155, 157, 159

右頁の表のブーム仕様の項目の１
つ

水平換算長 水平換算距離(ブーム水平時)

2014年3月10日

63 解説表5.8 100A（5A） 100A(4B)に修正

2015年5月1日

162 表5.2と表5.3の間にある算定式 応力 引張強さ

162 表5.2と表5.3の間にある算定式 記号の説明あとに追加
耐圧力の算定には材料強度に対し安全率2を用い
た．

2016年8月25日

56 解説　図5.14 125Aと150Aの表記が反対 1番右側の直線を150A，次の直線を125Aに修正

細かい間違いが多いため，別紙の差替え版を掲示（なお，差替え版のフォントや書式は前回と
同様に等一してください）

コンクリートライブラリー135号　コンクリートのポンプ施工指針[2012年版]　　正誤表

（第1版・第1刷対応）

（第1版・第1刷～第2刷対応）



項目 単位 呼び寸法 水平換算係数

100A（4B） 3

125A（5B） 4

150A（6B） 5

175A→150A
150A→125A
125A→100A

ベント管**

角度：90°

曲率半径：0.5m

または1.0m

6

フレキシブルホース

               ***

上向き垂直管

テーパ管*

1m当り

 *　テーパ管の水平換算係数は，小さい方の径に対する値である．

**　ベント管の水平換算係数は，角度が90°，曲率半径が05mまたは1.0mの

場合にはベント管1本を長さ1mとみなす．

***Ｌは，フレキシブルホースの長さ（5m≦L≦8m）である．

3

表2.1　水平換算係数（普通コンクリート）

L
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